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な FDTD 法の概要とそれを用いたシミュレーション技術、光ループバック型 WDM-PON の基本構成について概説し
た。 
 第３章は SS 光アクセス方式における小型高密度化に関する章である。SS の小型高密度化によって、局舎における









 第５章は光ループバック型 WDM-PON の１芯双方向化に関する章である。光ループバック型 WDM-PON は、将












レート化による柔軟な伝送速度のマイグレーションを実現している。また、スケーラビリティの高い 10 Gbit/s 級光
アクセスシステムの１芯双方向化を目指し、光ループバック型 WDM-PON の１芯双方向化の提案と実験による検証
を行っている。得られた結果を要約すると、以下の通りである。 




















シングルモードファイバを用いて 10 km、20 km の伝送実験を行い、測定したパワーペナルティが、常に
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back-to-back 構成の場合と同等の特性となることから、提案技術の有効性を確認している。 
 以上のように、本論文はより柔軟で経済的な WDM１芯双方向光アクセスシステムを実現する、小型高密度化、マ
ルチレート化による柔軟なマイグレーションの提案と実現、およびスケーラビリティの高い 10 Gbit/s 級の１芯双方
向化技術を提案、実現しており、その成果の工学的な見地から見て非常に評価の高い成果が得られている。よって、
本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
